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はじめに

　本年2023年3月、わが国においても、冠

攣縮ガイドラインのフォーカスアップデー

ト版が日本循環器学会から発刊され、

INOCA （ischemia with non-obstructive 

coronary artery disease）/MINOCA 

（myocardia l  infarct ion with  non-

obstructive coronary arteries）など冠微

小循環障害CMD （coronary microvascular 

dysfunction）への注目が再度集まってい

る。CVIT 2023では、学会の中日ど真ん中

の8月5日土曜日、第3会場にてCMDセッ

ションを1日通しで開催予定である（表1）。

CMDの全体像と
これからの展開

　オープニングセッションは、ガイドラ

インセッション。まずは、「2023年JCS/

CVIT/JCC ガイドライン フォーカスアッ

プデート版 冠攣縮性狭心症と冠微小循環

障害の診断と治療」をおさらい頂く。ガ

イドラインには、CMDがどのように記載

され、その診断と治療にどのような推奨

が記載されたのか。ガイドライン班長の

掃本誠治先生を座長に日本のトップオピ

ニオンリーダーの講師陣にこのガイドラ

インのイロハを概説頂く。まだ十分にガ

イドラインを読み込めていない虚血医、

インターベンショナリストには是非聴講

頂きたい（図1）。

　次の午前中2つ目のセッションは、「マ

ルチモダリティで考えるCMD：レジスト

リからの知見」である。上記ガイドライン

セッションを理解いただいた上で、よりプ

ラクティカルにCMDのデータをレジスト

リから読み解きたい。臨床的なCMDの最

大の課題は、その診断モダリティである。

非侵襲的診断モダリティ代表の核医学で

CMDはどう映るのか？JROAD-DPCや国

際共同レジストリのCOVADISやILLIASか

らCMDの最新データを学び、J-CMDや

J-ADVANCEといった今後の前向きなCMD

レジストリの展開を未来予想してみたい

（図2）1）。

CorMicA試験を読み解く！

　 メ イ ン セ ッ シ ョ ン は、午 後 か ら の

「CorMicA試験を読み解く！」セッション

で あ る。CorMicA試 験 は、カ テ 台 で の

CMD診断の意義を明らかに、薬理学的介

入のQOL改善効果を明確に示した。侵襲

的・包括的精査 （interventional diagnostic 

procedure: IDP）の重要性を示し、本邦の

インターベンショナリストの間でも大き

な注目を集めている。本セッションでは、
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表1	 CMDの分類：虚血のみならず多くの心疾患にCMDは潜んでいる！


